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内容の要旨及び審査の結果の要旨
脳が障害された際に増加する興奮性アミノ酸に対し，ケタミンは拮抗作用を示すことが知られている。本研究では，
全脳虚血後の聴性脳幹反応（auditorybrainstemresponse，ABR）と脳波の回復に及ぼすケタミンの作用を検討
した。雑種の成熟イヌ33頭を酸素および0.2％ハロタンの混合ガス吸入で麻酔し，上行大動脈および上・下大静脈を
同時に遮断して全脳虚血を施行した。動物を虚血前投与群（ｎ＝11)，再潅流後投与群（、＝11)，および対照群
(ｎ＝11）の３群に無作為に分けた。虚血前投与群には，５mg／kgの塩酸ケタミンを虚血操作前に静注した。また、
再潅流後投与群には，同量のケタミン溶液を再循環開始直後に静注した。なお，対照群には，虚血操作前に偽薬とし
て生理食塩水を静注した。１５分間の虚血後に循環を再生させ，その後12時間にわたりＡＢＲと脳波の回復経過を観察
し，以下の結果を得た。
１．虚血前投与群では，循環再開後20,30および50分目にABRのⅢ波の出現率が100％を示し，対照群の55％より有
意（ｐ＜0.05）に高い値であった。また，Ⅳ波およびＶ波の出現率も対照群より有意に高い値を示した。
２．再潅流後投与群では，循環再開後30分目におけるＡＢＲのⅣ波の出現率（82％）が，対照群（36％）より有意に
高く，４０分目のⅣ波の出現率（100％）も対照群（55％）より有意に高かった。また，Ｖ波の出現率も対照群より
有意に高い値を示した｡
３．再循環後におけるＡＢＲの１－ｍｍ-Ｖおよび１－Ｖ頂点間潜時は，３群間で差がなかった。
４．循環再開後90分以内に脳波が再出現した割合は，虚血前投与群が91％を示したのに対し，対照群では46％にすぎ
なかった（ｐ＜0.05)。
以上より，ケタミンは，完全脳虚血後の脳幹機能と大脳機能の回復を促進すると結論された。また，虚血前にケタ
ミンを投与したほうが，循環再開後に投与するより，強い回復効果を示すと判定された。
本研究は，完全脳虚血後の脳幹機能と大脳機能の回復に対するケタミンの作用を検討したものであり，脳蘇生法の
開発に寄与する労作であると評価された。
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